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コンクリート部材に形成されるアルカリの濃度勾配(Ill)
一一濃度勾配の形成時期-
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1,は　し　が　き

筆者らは.すでに相対湿度が100%に近い雰囲気下にお

いで養生･Lたコンターリート部材において,アルカリの濃

度勾配を生じていることを.湿式の化学分析ならびに

EPMAによる分析を通じて確認するとともに,この現象

が,アルカリ骨材反応による膨張ならびにひび割れ発生

の観境と密接な関係があることを指摘したI)･21.

今回は,このアルカリの損縮現象が形成される時期に

ついて検討したものである.

2,供　　試　　俸

供親体は, 7cmX 7cmX20cmのコンク2)-†角柱体

で,セメントは普通ボルトランドセメント(セメント中

のR20-0.57%)を用い.細骨材には山形産頑火輝石安山

岩を使用した.配合はW: C: S-8.5: 1 :2.25とし,

NaOHによりセメント中のR20を1.5%まで強化した.

供試体は,打設後24時間は20oC, 180%RHの環境にお

いた後,直ちに49PC.胡8%RHの環境下に移し義生し
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た.

所定の材令を蓮た供親棒は,断簡を7分割し,それぞ

れの試料について,湿式分析によるアルカ1)量の潮見

熟分析による水和の進行度の測定を行った;

3.実　験　結　果

3.1　湿式分析

試料はめのう乳鉢で微粉砕後,過塩素観地理によりア

ルカ))分を抽出し,原子吸光光度法によりNa, Ⅹを測零

した.

アルカ1)丑の測定は,材令1, 2, 4, 7, 28日の供

競体について行った.教化ナトリウム量ならびに酸化カ

リウム重の結果をそれぞれ図-1, 2に示す.

3,2　魚分析

試料はめのう乳鉢で徽粉砕後, 10肝Cまで重畳減少量

を測定した.測定は,材令1, 2, 4, 7, 18, 17, 20,

28日の供託体について行った.

熟分析の測定結果をもとに水和反応により取り込まれ

た水分量を材令との関係で示したのが,採-3である.
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4.考　　　　　嚢

これらの結果より,アルカリの濃度勾配は比敦的早い

時期に形成されることがわかる.材令2日において,.す

でに中心部分で高くなる傾向を示しており,また,この

傾向はカリウムの場合により覇者に現れている.

また,図-3に示す水和の進行度と比較したとき,求

和の特異な時期がアルカリの濃度勾寵を形成する時期と

はぼ一致していることがわかる.

このことから,活発な水和反応にi:りコンクリート中

に水分が供給され,水分が内部へと移動するのに伴って

アルカリの移動が生じ,濃度勾配を生じていると考えら

れる.

材令2一-4日をピークとして,温度勾配の傾きが小さ

くなっているが,これは讃蹄を起こしたアルカリイオン

が洩度拡散により平滑化の方向へ動いているためである

と考えられる.　　　　　　　(1娼9年1月6 El受電)
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図-3　供試体の水和進行度
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